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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・退院患者様のケアプロセスの入力をお願いします。

＜患者様連絡事項＞

・七崎　之利様～３/６(金)18時～21時まで外出希望があり、許可となっています。

　　　　　　　　帰院時に必ず病棟へ電話していただくように伝えて下さい。

・八木田　真由美様～３/２０(金)18時～３/２２(日)15時まで外泊希望があり、許可となっています。

・林　田鶴子様～発熱38.9℃あり、カロナール(解熱鎮痛剤)が１T１×3回分　38.5℃以上で1日3回まで服用可

・山下　拓也様～微熱37.4℃あり、クーリング・水分補給促していきましょう。

・小泉　康政様～本日、定期採血予定でしたが３/５(木)日赤病院で採血している為、その結果を待ち当院で採血をするか決めると主治医話されています。

＜下痢・嘔吐・発熱のある患者様＞　

	名前/時間
	8:30
	11:00
	12:00
	13:00
	15:00

	中村　マス様


	腹痛あり

発熱なし
	下痢あり

発熱なし
	下痢なし

発熱なし
	下痢なし

発熱なし
	便培養検査施行

	津嶋　イチ子様


	下痢あり

発熱なし
	下痢あり(5回)

発熱なし
	下痢なし

発熱なし
	下痢なし

発熱なし
	便培養検査施行

	中川原　義雄様


	下痢あり

発熱なし
	下痢あり(3回)

発熱なし

胸のムカムカ感
	下痢なし

発熱なし

胸のムカムカ感
	下痢なし

発熱なし
	便培養検査施行

	加賀谷　芙美子様


	下痢あり

発熱なし
	下痢あり(2回)

発熱なし

胃のモヤモヤ感
	下痢あり

発熱なし
	下痢なし

発熱なし
	便培養検査施行

	林　田鶴子様


	下痢あり

発熱なし
	下痢あり(5回)

発熱なし
	下痢あり

発熱なし
	下痢あり

38.0℃
	

	田端　テル様


	
	
	下痢あり

発熱なし
	下痢なし

発熱なし
	

	木村　忠史様


	下痢あり

発熱なし
	下痢あり(2回)

発熱なし
	下痢あり

少し嘔吐

発熱なし
	下痢なし

発熱なし
	

	田中　ミサオ様
	
	下痢あり(2回)

発熱なし
	下痢あり

発熱なし
	下痢なし

発熱なし
	


・現在、下痢・嘔吐・発熱のある患者様は８名です。

便培養検査実施の指示あり便培養検査施行しています。

今後、感染拡大しないよう朝の環境整備の時間と日勤帯16時～17時の時間に病棟内の消毒を徹底していきましょう。

　又、部屋移動を行っています。

　　林　田鶴子様 ２２号室→２４号室へ 岡田　石子様と交換

津嶋　イチ子様 ２１号室→２３号室へ 八木田　真由美様と交換

加賀谷　芙美子様 ２２号室→２３号室へ 大橋　照子様と交換

【感染対策】
糞便・嘔吐物の処理
※用意するもの※

ディスポマスク

ディスポ手袋

ガウン

ビニール袋

ペーパータオル（新聞紙）

0.1％塩素系消毒液（次亜塩素酸ナトリウム：ハイター）→「消毒液の作り方」参照

窓を開け、換気をする。

　　　　　　↓

ディスポマスクと手袋・ガウンを着用する。
　　　　　　↓

	消毒液（0.1％）を浸したペーパータオル（新聞紙）で吐物を覆い、外から内に向かって静かに拭き取る。


　　　　　　↓

	汚染された床は、消毒液（0.1％）を染み込ませたペーパータオル（新聞紙）で数回拭き、最後に水拭きする。


　　　　　　↓

	使用したペーパータオル（新聞紙）・手袋をビニール袋に入れ、廃棄物が充分に浸る量の消毒液（0.1％）を加えて密閉し、一般ゴミとして廃棄する。（紙おむつも同様に扱う。）


　　　　　　↓

手洗い
※ノロウィルスは乾燥すると容易に空気中に漂う為、糞便や嘔吐物は乾燥しないうちに処理する。

※使用した洗面台もよく洗い、消毒（0.05％）する。
＜介護時に使用したガウン（予防衣）の取り扱いについて＞

感染者の介護時に使用したガウン（予防衣）は、各病棟グループにて消毒後、洗濯して利用する。感染症が終息した後には、再度消毒し、乾燥させた後に感染症患者様の処置に使用したことを明記した袋に入れ、クリーニング業者に依頼する。

隔絶室内より、外へ持ち出すときには、周囲を汚染しないように十分に注意する。

　　　　　　　↓

消毒液（0.1％）に30分以上、浸け置きするか85℃で1分間以上の熱湯消毒をする。

　　　　　　　↓

消毒後、通常通りの洗濯する。
　　　　　　　↓

手洗い　

※各病棟グループ内で使用しているガウン（予防衣）の枚数を庶務チームに報告する。

　（→枚数管理の為）

※使用した洗面台もよく洗い、消毒（0.05％）する。

環境の消毒
◎消毒箇所◎

　ドアノブ・手すり・蛇口・ベッド周り・車イスの押し手・机・イス・引き出しの取っ手など

※用意するもの※

ペーパータオルまたは布雑巾

0.05％塩素系消毒液（次亜塩素酸ナトリウム：ハイター）→「消毒液の作り方」参照

ディスポマスク

ディスポ手袋

ガウン　　　　　　　　　　　必要時

ビニール袋

窓を開け、換気をする。

　　　　　↓

消毒液（0.05％）を染み込ませたペーパータオルまたは布雑巾で拭く。
↓

	清掃後、ペーパータオルの場合にはビニール袋に入れて一般ゴミとして廃棄する。布雑巾の場合には、十分に洗濯する。


　　　　　　↓

手洗い
※汚染物（糞便や嘔吐物）が直接付着した環境（トイレ・床・壁など）は“0.1％の消毒液”を使用して消毒する。

※金属類を消毒する場合は、消毒後（10分程度）に水拭きする。

※使用した洗面台もよく洗い、消毒（0.05％）する。
＜猪股Ｄｒ診察＞

・下野　正男様～本人より、排便が３日なく「お腹が苦しい」と訴えあり便秘時センナリド(下剤)２Ｔ １×/７Ｔ頓服で処方となっています。

・大橋　照子様～診察時、「薬を飲むと具合が悪くなる。安全な薬を出して欲しい」と不満を話されています。主治医より、安全な薬を出している事・薬を減らすには気持ちの安全が続く事が大切な事説明受けています。

・古川　富蔵様～診察時、以前よりは血圧安定してきている事説明受けています。

　　　　　　　　調子については、左側頭部のザラザラ感を訴えています。

　　　　　　　　主治医よりしばらく様子を見るようにとの事です。

・八木田　真由美様～３/２０～３/２２までの外泊は子供の卒業式へ行くつもりだったが、卒業式へは行かず、自宅から見送る事にすると話されています。

　　　　　　　　　　又、次回の外泊訓練が終わったら主治医と三者面談を行いたいと本人から希望があり、主治医からまずは夫様と確認してみるようにと説明受けています。

